




























【別紙様式 8】  
＊課題番号  共08－009  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年 4月16日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

松  村  寛  

医学部・助手  

下記のとおり提出いたします。  

一般研究（個人研究）／  注：該当する種目を○で囲んでください。  ／総合研究   1 種 目  

2 研究課題  

C型肝炎ウイルスにおける5’サブゲノミックRNAの検出と肝病態との関係  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

松村 寛  

・研究分担者（役割分担）  

森山 光彦（検体の収集、結果の解析）  

黒田 和道（real－timePCR、サブジェノミックRNAの検出）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

田村 教彰、松村 寛、  
森山．光彦、黒田 和道  

C型肝炎ウイルスにおけるサブゲノミッ  
クRNAの検出と肝病態の関係  

第495回日大例会  平成22年1月  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  著者・執筆者  

※ホームページ等での公開の噂）否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物8－2］   



【別紙様式 8】  
＊課題番号  共08－010  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年4月28日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格 

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  
一般研究（個人研究）／  同研究）  ／総合研究   1 種 目  

2 研究課題  
ネフローゼ症候群における尿中補体因子測定による病態の把握と鑑別方法の確立  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

福蒙 古伸  

・研究分担者（役割分担）   

藤田 宜是（腎疾患と補体活性）   

里村 厚司（腎疾患と臨床検査）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

年度）日本  福家 書伸，里村 厚司，  
藤田 宜是，他6孝l  

第52回（平成21   特発性膜性腎症における尿中 factor tl及び  
C5b－9測定による病態の把握と臨床的有用性  

2009年6月  腎臓学会学術集会  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  

・菅） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物8－2］   



【別紙様式� 8] 
*課題番号 共� 08-011

注:際題番号を記入してください。

平成� 20 年度 学術研費助成金成果物報告

平成� 22 年� 9 月� 9 日

日本大学総長 殿

氏 名

所属・資格 授

明
一
教

泰
一
・

一
部

橋
一
学

徳
一
医

下記のとおり提出いたします。� 

1 種目 |一般研究(個人研究) /~研究(共同研歩/総合研究 注:該当する橿目を� Oで臨んでください。� 

2 研究課題

肺癌骨転移に対する治療前予後予測と治療戦略の確立� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

徳橋泰明

-研究分担者(役割分担)

龍順之助(治療効果判定、分析)

吉田 行弘(四股骨転移の評価と治療、リハビリ、� QOL 評価)

網代案充(脊推転移の評価と治療)

高橋典明(肺癌の評価と治療)

辻野一郎( 肺癌の評価と治療� )

大森一光(肺癌の評価と治療� )

村松高(肺癌の転移と治療)

高樹 元一郎(肺癌・骨転移の評価と治療� )

粛藤 勉 (肺癌・骨転移の評価と治療)� 

4 学会発表等 (要旨舗の抜き刷り， 発費原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

一一一一一一一一 問

…時町一一一一一一"一一一一一一一一一一一一一一トー 一一一一"

一一一一一一…ー…一一…トー一一一一…ー嶋1一一一一一一一一一一一一一一…m 町一一一一切一一""----". 

5 著者・雑誌論文 壇書・雑誌・掻き刷り等を濡付してください。コピー『の堀合財織されたこと地嘗観的叶コかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

徳橋 泰明，吉田行弘，

網代様充大砧精森� →卵� k月， 日大医学雑誌/肺癌骨転移に対する治療前予
辻野 一郎， 後予測と治療戦略� 69 ・4 2010 年� 8月 日本大学医学会
村訟 高，高橋 元一郎，
rJj醸 勉，龍� JI[ 段助�  

_ e一回-一一一一一一一ー一"

ト均一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

※ホームページ等での公開の⑦否) いずれかをO で囲んでください� j の場合は，理由書を添付して下さい。



[成果物� 8- 2 ]

U 表

桝

依
田

れ
山
拘

の
誠
一
掲

他

掲
一
/

の
開
一
表

そ
新
一
発

氏 

新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

ト一一一一一一一一一 一一一一一ーベ 一一一一一一一一一一------一一 卜一一一一一一一一一

一一ム一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

その他(ビデオ，� CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内 容 数� 

" ー一 一一一一一一

7 その他の成果 (下記のような成果があれば配入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)



【別紙様式� 8 】
*課題番号 共� 08 ・012

注:課題番号を記入してください。

平成� 20 年度 学術研究助成金成果物報告

平成� 22 年� 9 月� 1 日

日 本大学総長殿

氏名 里 村厚 司 偽 印
所属・資格 医学部・助教

下記のとおり提出いたします。� 

1 種目卜般研究(個人研究) /ぐる研究(共同研あ/総合研究|注:該当する種目を O で閤側協、。� 

2 研究課題

維持血液透析患者における血清マンノース結合レクチンの形態と役割� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

・研究代表者

里村厚司

-研究分担者(役割分担)

矢内充�  (IL-6 の測定)

藤田 宜是(検査結果処理)
熊坂 一成(各測定の臨床検査医学的指導)

福家吉伸(補体活性化経路測定)� 

4 学会発表等 (要旨集の披き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことカめかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� | 発表テーマ 発表年月

副一ト町一一四一一一一一一ー一一一一一一一一一+ーー一一一ー一一一一ーーー一一一一一一一一一一+一

ト一一一ー 一一一一一一一十』一一ー一一 同一一一一一一一十一 明一

ト甲山由}一一一田町田町一一一一一一一ー一斗一一一一ーーーー町一四曲一一一四四・ーーーー一四十一一回一由一一ーー一・四一一甲山一一自由ー一ー町一ー一一四一回一一園町一一司イ一一一一山町一一一一ー・四時四由叩一一-

ト曲一ー一一時一ー一一ー一一一一回一一一一一+一一一ー一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一+一一一一一ー一一一一一一一一一一ー一一一回一一時一一ー一一一一一ーーー一一寸一四一一一一一一ー一一『叩一一一一一

ト一一一ー一一一ー一一一一一一一一一一一一斗一一一一一一一ー一一一一ー一一一一一一ー一一一+一一ー一一一ー一四一ー一一 ー一一一一一一一ー一一一一一一一寸一一一一ー一一一四一一� 

5 著書・雑誌論文 曙書・雑誌・披き刷り等を添付してくださ[，¥コピー。場合� i草掲載されたことカ情調駒ほっかるものを添付してくださし九)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所� 

IEuropean Journal of Clinical ISatomura A， Fujita T， I';'::~_'".:~:-;L~_ .L~_~_~;".;':-:'._.L~__ V.LLLLV~. 1" ，--_ 
.1.， "U~.I.Fuke Y， Yanai M， IInvestigation/ Relationship between IVolume40 ， I("1M .̂I.:I:: IEuropean Journal of~~~;~~_~~~U"LVJ.&I ~~v .L U" .L VJ.L~J.J.J.1-' LJv"n~~~J. I~~~_~~~V' 12010 年|�  

serum IIssuel0 ， IClinical Investigation ， 
n，.，n 

and functional.LUU.v".LVL1 0 .L. 
IoligomerKumasaka K， et a1. ¥J.L.L5 ¥JWv.L1 

~~.;; rII10 月|
IWILEY-BLACKWELL 

~~:~'-'~;~ 
chronic IPage 865-873 IL V  nImannose-binding lectin in 

renal failure. 

トー一一町一一回一一回一一ー一一一一『一回寸一一一一一一一一四一ー一一一一一一一一一『一四一ーーー一一ーー『一一一ト一一一}ー一一一一一一一十一一一一一ー一ー+一一一一一一一ー同一一一一一一四一一ー一一-1

ーー一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一寸一一一一一一一一一一一時一一一一ー一一一一一ー一一一一ー一一一一『一一ト一一一一一一一一一一ーー+一一一一一一一一←一一一一一ー一一一一一一一� 

ーー一一一一一一ーー一一一ー一四一一一一一一一叫一一回一一ーーー一一一一一四一一一一一回一十一一一一ー一一一ー一一一+一一一司由一ーー十一一一一..同一一ー一一一一一一一一一一ー一.-

トー一一一一一一一一ー一一一一一ー一一四一十回一一一一一ーー一一一一』一一四一一一ー一一山一『一一一一一回一一ーートーー一一一一一一一ー一一+四一同一回一一四十一一ー一一一ー一一一一一一ー一一ー一一一一吋

※ホームページ等での公開の⑦否) いずれかをO咽んでください。否の場合は，理白書を還付して下さい。



[成果物 8- 2] 

ち その能の発表

新開搭載

新開名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一山一一一町一一一一一…叩…-+伸一一一一一一一仙叩町一一一一時一一時一一ー一一一時一一一一一拍

トー…叩一一時…一一四一一叩…一…叩一一時一一…: 目申一一一一一一一一一一一一一一一一時一一』一一一一日目町四叩一一叩一時一一+一一一叫一…叩叩町四……一一一一一一一叩一一一伸一一一即時一一拍

その他‘(ピヂオ， CD ，シナリオ，写真，舞台等)

名 | 提出物 内 数

い叩………一一同……一叩一……一時一一一一

い明叩即時明一明一叩…問問一叩叩叫ー叫町一斗町一一時均一何時明

ア その飽の成果 {下記のような成果があれ誌記入して〈ださい J

〈知的財麗権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発腕)

〈その能)



【別紙様式 8】  
＊課題番号  共08－013  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年5月24日  

日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格 ∵  

下記のとおり提出いたします。   

注：該当する種目を○で囲んでください。  
一般研究（個人研究）／  1 種 目   同研究  ／ 総合研究   

2 研究課題  
プライマリ・ケアに必要な緊急処置の教育効果の向上一人形を用いた気道管理法の実践  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

木下 浩作  

・研究分担者（役割分担）   

丹正 勝久（実技指導，評価）   

藤田 之彦（実技指導，評価）   

樫井  淳（シナリオ作成，評価，実技指導）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

木下 浩作丹正 勝久，  
藤田 之象棲拝 淳  

第497回日大医学会例会  プライマリ・ケアに必要な緊急処置の教育効果  

の向上  
2010年5月  

5 著書・雑誌論文（著奮・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

出版社・発行所  著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名   

※トムページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物8－2］   



【別紙様式8】  
＊課題番号  共08－014  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年4月26日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  医学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
一般研究（個人研究）／  1 種 目   同研究）  ／総合研究   

2 研究課題  

RSウイルス感染による喘息発作の発現機序の解明  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

岡山 吉道  

・研究分担者（役割分担）   

権 寧博 ・（臨床実験、気道上皮実験）   

林 伸一 （臨床実験）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

第58回目本アレルギー学  
会秋季学術大会  

第58回目本アレルギー学  

YoshimichiOkayama，et  
al．  

PAFcauses degranulationviaPLCβ2activationin  

humanmastcells  

気道における肥満細胞とアレルギー   

各EGF受容体リガンドによるヒト気道平滑筋・上皮  

細胞の増殖効果の相違  

2008年11月   

2008年11月   

2008年11月   

2008年12月   

2009年5月   

2009年10月  

会秋季学術大会  

第58回日本アレルギー≠  
会秋季学術大会  

●  

第詣画官本菟疫学套福套  

学術集会  
■－●‘  

第有南官本嘩薗東学套学  
術講演会  

筍59阿口本アレルギー亡  
会秋季学術大会  

弔59回口本アレルギー与  

会秋季学術大会  

OKAYAMA Yoshimichi，  
et al．  

YoshimichiOkayama，et  

al．  al. 

権季博こ雨樋 害者、 
他7名  

岡山 吉道、権 寧博、  
他6名  

ヒトマスト細胞のGαiに結合したW受容体の活性  

化はPLCβ2のう瞥性化を介して脱顆粒を惹起する  

Activation ofPAFreceptorviaPLCβ2activation  

leadstodegranulationinhumanlungmastcells  

ErbB受容体シグナルによる気道上皮透過性バリア  

機能の制御  

気管支喘息急性発作時に過剰産生されるBニFと  

amph鵬即血の気道リモデリングへの関与の検討  
2009年10月  

‾ 

第561司日  
2010年4月  術講演会  

5 著書・雑誌論文 庸書・雑誌・抜き刷り等を漸寸してください。コピーの場合は掲載されたこと力唱観胸才力、るものを添付してください。）  

著者・執筆者  出版社・発行所  著書名・雑誌名／論文名   

YasuhiroGon，  
YoshimichiOkayama，et  
al．  

JAllergyClinlmmunol／Tissueremodelinginducedby  
hypersecretedepidermalgrowthfhctorandamphiregulin  
intheLairwaya氏eranacuteasthmaattack  

AmericanAcademyof  
Allergy，Asthma＆  

Immunology  
20脇年11月  

※ホ‾ムペ」ジ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［成果物8－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

掲載年月日  発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）   

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

提出物  氏 名   

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）   

発明の名称：新規ヒトマスト細胞活性化阻害ペプチド特願2009－206324号  

①発明者  岡山吉道、羅智靖  

②出願日  2009年9月11日  

③出願人  日本大学  

④発明の内容の概略  

25アミノ酸からなるペプチドでヒトマスト細胞を前処置しておくと抗原刺激によるIgE依存性の脱  

頼粒およびプロスタグランディンD2産生を統計学的有意に抑えることができる。  

（外部資金の獲得）  

科学研究費補助金の採択状況  

岡山吉道（研究代表者）20－22年度 基盤研究（C）「ヒト高親和性Ⅰ辞受容体ベータ鎖のマスト細胞と好塩  

基球での発現と役割」  

岡山吉道（研究分担者）22年度基盤研究（C）「特発性慢性等麻疹の病態解明と新規診断法確立」  

岡山吉道（研究分担者）22年度基盤研究（B）「FccRIβ鎖nAMによるマスト細胞活性化のfine－tuning  
の分子機構」  

権 寧博（研究代表者）21－22年度 基盤研究（C）「気道と上皮透過性制御因子の同定と、気道炎症の関与  
について」  

（他の研究への発展）  

岡山吉道21年度保健医療分野における基礎研究推進事業「マスト細胞機能制御を目指した創薬研究」  
岡山吉道21年度 共同研究（ノバルティスファーマ株式会社）「EffbctofIgEonthedi脆rentiationandfunction  
OfimmaturehumanmaStCellsinvitro」  

岡山吉道21年度 共同研究（武田薬品工業株式会社）「ヒト肥満細胞の単離および同細胞における批gX2遺伝  

子発現と神経性ペプチドに対する反応性確認」  

（その他）   
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